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大お
お

田た　
祐ゆ

う
す
け介

水
曜
会

（
55
分
）

移
植
医
療
の
推
進
は

こ
れ
ま
で
も
、
院
内
へ
の
ポ
ス
タ
ー
掲

示
や
窓
口
へ
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
設
置
な

ど
で
周
知
を
図
る
と
と
も
に
、
入
院
時

の
書
類
に
臓
器
提
供
意
思
表
示
カ
ー
ド

の
有
無
を
記
入
し
て
い
た
だ
く
取
り
組

み
も
行
っ
て
い
る
。

②
本
市
で
は
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施

し
て
い
な
い
が
、
日
本
臓
器
移
植
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
既
に
臓

器
提
供
の
意
思
表
示
を
し
て
い
る
人
が

14
・
３
％
、
意
思
表
示
を
し
て
み
た
い

人
が
23
・
９
％
、
意
思
表
示
を
し
た
い

と
は
思
わ
な
い
人
が
25
・
１
％
、
分
か

ら
な
い
人
が
36
・
６
％
と
な
っ
て
い
る
。

答

①
過
去
10
年
間
で
脳
死
後
３
件

心
臓
が
停
止
し
た
死
後
１
件
で
あ
る
。

問

臓
器
提
供
は
命
の
贈
り
物
で

あ
り
、
人
生
最
後
の
善
意
の
証
し
で

あ
る
。

①
市
民
病
院
に
お
け
る
臓
器
提
供
の

実
績
と
取
り
組
み
は
。

②
市
民
の
臓
器
提
供
の
意
思
表
示
は
。

榊さ
か
き
は
ら原　
則の

り

男お

水
曜
会

（
55
分
）

Ｊ
Ｒ
道
上
駅
前
の
環
境
整
備
は

　
２
０
１
３
年
に
は
１
２
０
台
収
容
の

駐
輪
場
を
約
２
０
０
台
収
容
で
き
る
よ

う
拡
張
整
備
し
、
混
雑
の
解
消
を
図
っ

て
き
た
。

　
引
き
続
き
、
利
用
実
態
や
駅
周
辺
の

状
況
を
踏

ま
え
、
利

用
者
の
利

便
性
向
上

に
向
け
て

可
能
な
対

応
策
に
つ

い
て
検
討

す
る
。

答

近
年
は
、
福
塩
線
各
駅
の
中
で

も
特
に
道
上
駅
の
利
用
者
が
増
加
傾
向

に
あ
る
。

問

神
辺
町
道
上
地
域
は
、
近
年

人
口
増
に
よ
り
福
塩
線
「
道
上
駅
」

の
利
用
者
が
急
増
し
て
お
り
、
そ
れ

に
関
連
し
て
周
辺
整
備
の
遅
れ
が
目

立
つ
が
、
現
状
認
識
と
改
善
策
は
。

喜き

だ田　
紘こ

う
へ
い平

水
曜
会

（
55
分
）

き
な
が
ら
よ
り
効
果
的
な
啓
発
活
動
を

行
う
。
小
中
学
校
で
は
、
教
職
員
や
児

童
生
徒
が
個
性
や
多
様
性
、
違
い
を
尊

重
し
合
う
関
係
を
つ
く
り
、
悩
み
等
を

抱
え
る
児
童
生
徒
が
安
心
し
て
学
校
生

活
を
送
れ
る
よ
う
、
い
じ
め
や
差
別
を

許
さ
な
い
学
校
づ
く
り
に
取
り
組
む
。

答

市
職
員
へ
の
正
し
い
理
解
促
進

に
向
け
具
体
的
事
例
に
基
づ
く
研
修
も

実
施
す
る
。
相
談
窓
口
は
、
安
心
し
て

相
談
で
き
る
体
制
づ
く
り
に
取
り
組
む
。

当
事
者
の
皆
さ
ま
か
ら
意
見
も
い
た
だ

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ（
性
的
少
数
者
）へ
の

現
状
は

問

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
理
解
促
進
や
支

援
、
啓
発
は
。

教
員
の
働
き
方
改
革
は

答

部
活
動
指
導
員
の
導
入
の
検
討

や
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
機
器
の
整
備
を
始
め

て
お
り
、
時
間
確
保
に
努
め
る
。

問

教
員
が
児
童
生
徒
と
よ
り
向

き
合
え
る
た
め
の
時
間
の
確
保
策
は
。

ＪＲ道上駅前

宮み
や

地ち　
徹て

つ

三ぞ
う

公
明
党

（
50
分
）

防
災
対
策
は

答

①
防
災
対
策
検
討
会
議
で
の
検

証
内
容
は
、
自
主
防
災
組
織
に
よ
る
避

難
場
所
の
開
錠
や
分
か
り
や
す
い
避
難

情
報
、
災
害
対
策
本
部
と
自
主
防
災
組

織
の
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
構
築
な
ど
で
あ
る
。

問

①
７
月
豪
雨
の
課
題
検
証
は
。

②
浸
水
対
策
は
。

③
防
災
重
点
た
め
池
の
管
理
は
。

②
「
二
度
と
床
上
浸
水
被
害
は
起
こ
さ

な
い
」
と
の
強
い
決
意
の
下
、
福
山
市

域
に
お
け
る
浸
水
対
策
協
議
会
で
発
生

要
因
な
ど
を
検
証
。
県
管
理
河
川
は
瀬

戸
川
な
ど
20
河
川
で※

河か

道ど
う
し
ゅ
ん
せ
つ

を
実
施
予
定
で
、
手
城
川
流
域
は
抜
本

的
な
内
水
排
除
対
策
を
短
期
間
で
集
中

的
に
実
施
す
べ
く
検
討
を
詰
め
て
い
る
。

③
新
た
な
選
定
基
準
に
よ
る
候
補
箇
所

を
市
が
県
に
報
告
し
、
県
が
選
定
す
る
。

県
の
浸
水
想
定
区
域
図
を
基
に
市
が
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成
す
る
ほ
か
、
た

め
池
管
理
者
と
も
連
携
し
、
使
用
さ
れ

て
い
な
い
た
め
池
の
廃
止
な
ど
安
全
管

理
や
必
要
な
対
策
工
事
に
取
り
組
む
。

※河道しゅんせつ：河川が流れやすくなるよう、川底にたまった土砂を取り除くこと。


